
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

■ 増加 □ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

□ さらに重点化する ■ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

平成２５年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 不審者対策事業 担当課名 教育総務課

4254

事業の目的 子どもたちを不審者から守り、安全な学校生活を送ることができるようにする。

事業の内容
児童生徒の登下校時に見守り活動を行っている隊員へのステッカー配布。
声かけ運動を実施。
不審者情報等の安全・安心メール連絡システムの構築を図る。

事業の対象 児童生徒・町民

事業コード
総合計画の
主要施策名

小・中学校の環境整備の推進

事　業　費
年度・区分 平成24年度決算 平成25年度決算 平成26年度予算

金　　　額 570 438 506

事業の効果等
防犯意識の高揚を促したことで不審者への抑止力が働き、児童生徒の安全が確
保できた。また、安全・安心メール連絡システムを町内の園・小中学校すべてに導
入した。

実績・成果等
（数値）

 子ども安全集会
    →12月20日開催　会員556名（企業を含む）中60名参加。
 安全・安心メール連絡システム　各園・学校の登録者状況
　　→小学校99.8％　中学校98.2％　園100％（Ｈ26．6月現在）

事
業
の
評
価

あまり寄与していない

あまりできていない

あまりできていない

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

判定説明
及び考察

　安全・安心メール連絡システムを導入していることで、より迅速で正確な情報を保護者
及び関係者に伝えることができるようになり、今後は各園・学校でシステムの有効活用を
期待する。またこのシステムと従来の見守り活動と併用していくことにより、町全体の防
犯意識が高まると思われる。

事業の
方向性

美郷町教育委員会
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